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午
後
1
時
30
分
か
ら
始
ま
っ

た
調
印
式
で
は
、
最
初
に
主
催

者
を
代
表
し
て
、
合
併
協
議
会

会
長　

西
田
正
則
龍
野
市
長
が

「
新
・
た
つ
の
市
は
、
海
、
山
、

川
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
歴

史
・
文
化
、
さ
ら
に
は
先
端
科

学
技
術
が
集
積
す
る
播
磨
科
学

公
園
都
市
を
擁
し
、
西
播
磨
地

域
の
中
核
的
都
市
に
な
り
う
る

も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
1
市
3
町
で
相
互

信
頼
と
強
い
連
帯
感
を
築
き
、

新
市
誕
生
に
向
け
て
万
全
の
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
2
月
2
日
㈬
、
赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
龍
野
市
・
新
宮
町
・

揖
保
川
町
・
御
津
町
合
併
協
定
調
印
式
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

協定書の披露

松尾町長による
概要説明

八木町長による
経過報告

西田市長による
主催者代表あいさつ

合
併
協
定
調
印
式

龍
野
市 

・
新
宮
町

揖
保
川
町 

・
御
津
町
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次
に
、
八
木
捷
之
揖
保
川
町

長
に
よ
る
経
過
報
告
、
松
尾
和

彦
御
津
町
長
に
よ
る
合
併
協
定

書
の
概
要
説
明
に
続
き
、
1
市

3
町
の
市
町
長
が
39
項
目
の
合

併
協
定
項
目
が
記
さ
れ
た
合
併

協
定
書
に
署
名
・
押
印
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
立
会
人
と
し
て
24

名
の
合
併
協
議
会
委
員
、
特
別

立
会
人
の
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知

事
、
山
口
信
行
兵
庫
県
議
会
議

員
、
栗
原
一
兵
庫
県
議
会
議
員
、

辻
井
博
兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局

長
が
署
名
さ
れ
た
後
、
1
市
3

町
の
市
町
長
に
よ
り
合
併
協
定

書
が
披
露
さ
れ
、
井
戸
県
知
事

を
中
心
に
固
い
握
手
で
結
束
を

誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
立
会
人
を
代
表
し

て
、
妹
尾
元
和
龍
野
市
議
会
議

長
、
栗
本
一
水
新
宮
町
議
会
議

長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
し
て
井
戸
知
事

が「
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
に
沿
っ
た
地
域
づ
く
り
に
期

待
し
、新
生
・
た
つ
の
市
の
誕
生

と
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
歩
み

を
と
も
に
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、

新
市
の
力
強
い
一
歩
を
と
も
に

踏
み
出
し
た
い
。」と
述
べ
ら
れ
、

「
清
流
が　

貫
き
通
す
故ふ
る
さ
と郷

に

新
た
な
希の
ぞ
み望　

今
や
立
つ
な
り
」

と
の
歌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
県
議
会
議
員
、

栗
原
県
議
会
議
員
か
ら
も
力
強

い
励
ま
し
と
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
は
、梅
村
忠
男
新

宮
町
長
が「
新
・
た
つ
の
市
の
限

り
な
い
発
展
を
予
感
さ
せ
る
素

晴
ら
し
い
日
と
な
っ
た
こ
と
を

心
か
ら
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
を
行
い
調
印
式
を

終
え
ま
し
た
。

立会人による署名 梅村町長による
閉会あいさつ

井戸県知事による
祝辞

市町長による協定書への署名


